
令
和
４
年
10

月
23

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
新
型
コ
ロ

ナ
で
延
期
に
な
っ
て
い

た
東
播
磨
支
部
の
記
念

す
べ
き
10
回
目
の
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
集
合
写
真
←
）

令
和
元
年
に
発
症
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

考
慮
し
て
、
大
樟
会
事

務
局
と
相
談
の
上
、
東

播
磨
支
部
会
員
の
み
限

定
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
、
最
高
齢
の
会
員

の
方
が
体
調
不
良
に
よ

り
欠
席
と
な
り
、
総
勢

12
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
少
人
数
な
が
ら
、

自
己
紹
介
や
現
状
報
告

な
ど
時
間
が
取
れ
て
、

今
ま
で
に
な
い
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
が
取
れ

て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
交
流
が
深
ま
り
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

総
会
は
令
和
元
年
・
２

年
・
３
年
の
活
動
報
告

と
会
計
報
告
、
役
員
改

選
な
ど
の
議
案
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
、
集
合
写
真
を
撮

影
後
、
懇
親
会
に
入
り

東
京
田
村
の
秋
の
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

36
回
卒
江
口
さ
ん
の
謡

曲
「
高
砂
」
が
披
露
さ

れ
て
盛
り
上
が
り
、
最

後
に
36
回
卒
応
援
団
OB

江
口
さ
ん
の
演
舞
で
学

歌
を
斉
唱
し
、
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

大
樟
会
事
務
局
か
ら
、

目
録
入
り
の
援
助
会
費

や
大
樟
会
の
ご
案
内
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
出
席

者
に
参
加
賞
の
ノ
ー
ト

や
祝
電
を
送
っ
て
く
だ

さ
り
、
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
毎
年
恒
例
の
関
西
六

大
学
野
球
観
戦
は
５
月

４
日
（
木
）
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
最
中
に

VS
大
院
大
（
わ
か
さ
ス

タ
ジ
ア
ム
＝
西
京
極
野

球
場
）
に
東
播
磨
支
部

会
員
７
名
で
久
し
振
り

の
多
人
数
で
応
援
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
回
は
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
一
部
に
復

帰
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

宮崎善人

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

新型コロナの影響で令和元年・２年・３年中止で３年振り

令
和
５
年
10

月
15

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
平
成
23
年
再
建

11
回
目
の
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

崎
田
洋
一
顧
問
に
来
加

し
て
い
た
だ
い
て
大
学

の
現
状
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
令
和
元
年

以
来
、
４
年
振
り
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
ず
に
大
学
関
係
者
や

大
樟
会
事
務
局
、
交
流

他
支
部
も
出
席
し
て
の

開
催
予
定
で
す
。

場
所
：
東
京
田
村
加
古

川
店
（
加
古
川
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
４
階
）

時
間
：
10
：
30
総
会

11
：
00
大
学
現
状
報
告

12
：
00
懇
親
会

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
支
部
活
動
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
12
号
は
、
東
播
磨

支
部
支
部
長
の
宮
﨑

（
43
回
卒
）
が
グ
ル
メ

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
加
古
川
駅
か

ら
徒
歩
圏
内
の
地
ビ
ー

ル
が
呑
め
る
「
加
古
川

麦
酒
醸
造
所
」(

２
号
線

東
向
き
一
方
通
行
、
大

辻
酒
店
向
い
）
に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

加
古
川
市
を
代
表
す

る
地
ビ
ー
ル
２
０
１
８

年(

平
成
30
年)

創
業
。

世
界
各
国
の
７
種
類
の

ビ
ー
ル
が
呑
め
ま
す
。

（
←
お
店
正
面

〉

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
12
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

東播磨支部再建１０回目の支部総会開催！

再
建
11
回
目
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内

加古川プラザホテル

①5/4(木)関西六大学野球＆関西学生サッカーリーグW観戦

東播磨支部会員交流会も活発

②5/28(日)ラベンダーパーク多可訪問



リ
ー
グ
戦
VS
大
体
大
戦

が
11
：
30
キ
ッ
ク
オ
フ

で
隣
り
の
た
け
び
し
ス

タ
ジ
ア
ム
＝
西
京
極
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

て
い
た
の
で
、
初
め
て

で
す
が
、
運
よ
く
ｗ
観

戦
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
は
野
球
の
試
合
時

間
12
：
30
プ
レ
ー
ボ
ー

ル
予
定
で
し
た
の
で
、

前
半
の
み
の
観
戦
と
な

り
ま
し
た
。
観
戦
当
日

は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
観
戦
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
は
強
豪
大
体
大
相

手
に
、
前
半
は
押
さ
れ
っ

放
し
で
し
た
が
、
１
対

１
で
終
了
し
、
後
半
に

見
事
逆
転
し
、
３
対
１

の
逆
転
勝
利
を
飾
り
ま

し
た
。
今
年
こ
そ
、
一

部
リ
ー
グ
残
留
目
指
し

て
頑
張
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
前
期
リ
ー
グ

を
終
え
て
５
勝
５
敗
１

引
き
分
け
の
６
位
で
す
。

野
球
は
、
残
念
な
が
ら
、

０
対
２
の
完
封
負
け
で

し
た
が
、
翌
日
の
３
回

戦
に
リ
ベ
ン
ジ
し
て
勝

ち
点
を
ゲ
ッ
ト
し
、
優

勝
に
望
み
を
繋
ぎ
ま
し

た
。
が
最
終
節
の
大
商

大
戦
に
連
敗
し
て
優
勝

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

秋
の
リ
ー
グ
戦
に
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。
当

日
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
と
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
合
体
応
援
で
華

や
か
な
応
援
で
し
た
。

（
←
入
口
か
ら
山
側
）

（
ス
ト
エ
カ
ス
ラ
ベ
ン

ダ
ー
←
）

●
支
部
会
員
交
流
第
二

弾
は
、
令
和
５
年
５
月

28
日
（
日
）
に
「
多
可

町
ぶ
ら
り
旅
」
と
題
し

て
、
兵
庫
県
多
可
郡
多

可
町
の
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー

パ
ー
ク
多
可
」
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
５
名
と
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
入
梅
前
の

時
期
に
何
と
か
天
候
に

恵
ま
れ
て
、
再
建
初
代

支
部
長
の
西
川
相
談
役

(

33
回
卒)

を
始
め
、
山

脇
副
支
部
長(

45
回
卒)

、

石
原
幹
事(

47
回
卒)

、

和
田
幹
事
（
49
回
卒
）
、

宮
﨑(

43
回
卒)

の
役
員

メ
ン
バ
ー
で
訪
問
し
て

き
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
、

３
種
類
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

が
生
育
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
こ
の
日
は

５
月
中
旬
か
ら
６
月
上

旬
も
ス
ト
エ
カ
ス
ラ
ベ

ン
ダ
ー
が
メ
イ
ン
で
し

た
。
こ
の
後
、
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ラ
ベ
ン
ダ
ー

が
６
月
上
旬
か
ら
６
月

中
旬
、
ラ
バ
ン
デ
ィ
ン

ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
６
月
下

旬
か
ら
７
月
中
旬
に
楽

し
め
る
よ
う
で
す
。
残

念
な
が
ら
、
少
し
時
期

が
早
か
っ
た
よ
う
で
、

ま
ば
ら
で
し
た
。

（
←
山
の
中
腹
か
ら
山

側
）

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
と

森
林
浴
に
癒
さ
れ
て
き

ま
し

た
。

園
内
に

は

「
卵
か
け
ご
飯
」
「
親

子
丼
」
な
ど
が
名
物
な

食
事
処
や
喫
茶
店
も
あ

り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
精
油

配
合
の
ア
ロ
マ
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
オ
イ
ル
を
使

用
し
た
「
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
」
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
親
子
丼

食
し
ま
し
た
。
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

帰
路
、
太
巻
き
寿
司
で

有
名
な
「
八
千
代
マ
イ

ス
タ
ー
工
房
」
に
立
ち

寄
り
、
巻
き
寿
司
を
お

土
産
に
買
っ
て
帰
ろ
う

と
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
売
り
切
れ
で
し

た
。
突
然
の
訪
問
で
の

入
手
は
困
難
な
よ
う
で

す
の
で
、
予
約
し
て
の

訪
問
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
←
そ
の
他
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

新
年
度
定
例
役
員
会

開
催
予
定
案(2024

年)

①
３
月
16
日
（
土
）

②
５
月
18
日
（
土
）

③
８
月
17
日
（
土
）

④
９
月
21
日
（
土
）

【
注
】
大
樟
会
事
務
局

の
意
向
に
よ
り
、
会
計

年
度
が
２
０
２
４
年
度

か
ら
４
月
～
３
月
に
統

一
さ
れ
ま
す
。
役
員
会

を
第
三
土
曜
日
に
変
更

し
ま
す
。
５
月
第
三
土

曜
日
は
毎
年
前
年
度
会

計
報
告
承
認
役
員
会
と

し
ま
す
。
支
部
総
会
は

例
年
毎
年
10
月
第
四
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
よ
り

第
三
日
曜
日
に
し
ま
す
。
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第
11
号
に
続
き
第
９
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
54
年

（
１
９
７
９
年
）
45
回

卒②
住
所
：
〒6

7
6
-
0
8
0
2

高
砂
市
米
田
町
古
新
３

６
８

③
電
話
番
号
：

④
職
業
：
介
護
老
人
保

健
施
設

⑤
趣
味
：
旅
行
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
、
図
書
館
通
い

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
昭
和
50
年
４
月
、
今

で
も
友
人
で
あ
る
小
山

氏
、
角
田
氏
（
共
に
支

部
会
員
）
と
入
学
式
に

出
席
。
ど
こ
か
ク
ラ
ブ

に
入
部
し
な
い
と
思
っ

て
い
る
と
日
本
拳
法
部

（
２
つ
上
の
先
輩
：
宮

﨑
支
部
長
所
属
）
に
強

引
に

勧
誘

を
受

け
た

（
記
憶
な
し
）
。
小
山

氏
の
と
っ
さ
の
判
断
で

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ク
ラ

ブ
（
Ｙ
Ｈ
Ｃ
）
に
入
部

と
言
い
強
引
な
勧
誘
か

ら
逃
れ
る(

笑)

Ｙ
Ｈ
Ｃ

と
言
え
ば
、
単
な
る
旅

行
ク
ラ
ブ
と
思
っ
て
い

た
が
、
実
際
は
登
山
部

で
あ
っ
た
。
年
に
数
回

近
郊
の
山
に
登
り
、
関

西
の
女
子
大
と
の
交
流

も
あ
っ
た
が
、
春
合
宿
、

夏
合
宿
に
は
、
東
北
・

信
州
・
九
州
の
山
々
に

20
キ
ロ
の
荷
物
を
担
い

で
一
週
間
篭
り
、
肉
体

的
精
神
的
に
鍛
錬
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
今
と
な
っ

て
は
い
い
青
春
の
思
い

出
で
あ
る
。

（
←
後
列
右
か
ら
二
人

目
が
山
脇
さ
ん
）

入
学
当
初
は
ま
だ
学
生

運
動
の
煽
り
も
あ
り
、

テ
ス
ト
も
よ
く
中
止
に

な
っ
て
い
た
し
、
国
鉄

も
ス
ト
ラ
イ
キ
で
運
休

し
て
い
る
時
代
で
あ
っ

た
。
授
業
は
真
面
目
に

出
席
し
て
、
３
回
生
ま

で
に
「
優
」
を
19
獲
得
。

４
回
生
に
な
れ
ば
、
ゼ

ミ
だ
け
の
た
め
に
高
砂

か
ら
２
時
間
超
か
け
て

通
っ
て
い
た
。

（
←
24
才
北
海
道
旅
行
）

卒
業
し
て
40
数
年
に

な
り
、
Ｙ
Ｈ
Ｃ
の
同
期

も
こ
の
10
数
年
間
で
３

人
も
亡
く
な
り
寂
し
く

な
っ
た
が
、
今
で
も
年

に
一
度
全
員
（
７
人
）

集
ま
り
、
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

⑦
近
況
報
告

卒
業
後
は
、
「
神
戸

ゴ
ム
取
引
所
」
（
現
、

日
本
商
品
取
引
所
）
に

就
職
し
た
が
、
50
才
で

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

た
め
解
雇
。

そ
の
後
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
得
し
て
老
健
に

勤
め
て
16
年
。
毎
日
デ

イ
の
利
用
者
の
お
世
話

を
し
な
が
ら
、
楽
し
く

仕
事
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

（
←
Ｈ
３
年
マ
レ
ー
シ

ア
ゴ
ム
農
園
視
察
旅
行
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

町
内
の
農
事
部
長
（
水

利
用
組
合
長
）
そ
し
て

補
導
委
員
は
引
退
（
12

年
間
）
し
ま
し
た
が
、

昨
年
か
ら
「
民
生
委
員
」

の
大
役
を
任
せ
ら
れ
、

休
む
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
健
康
維
持
に
努

め
、
働
き
な
が
ら
、
友

人
た
ち
と
旅
行
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
←
角
田
さ
ん
と
新
穂

高
に
て
）

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て東
播
磨
支
部
も
何
と
か

後
輩
会
員
を
増
や
し
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
、
有
意
義
な
支

部
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

【
注
】
山
脇
さ
ん
は
、

現
在
、
東
播
磨
支
部
副

支
部
長
と
会
計
を
兼
務

し
て
い
ま
す
。
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会
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介
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山
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和
彦


